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本章では、モデラーで使用しているデータベースについて解説する。

ここで使用しているデータベースは、マイクロソフト社製の ACCESS で

構築されており、取り扱いの詳細は関連するマニュアルや書籍を利用さ

れたい。ここでは、このデータベースの構成と、その内容の変更方法に

ついて学ぶことにする。 

 
  
 SPACE で使用するデータベースは、通常、システムをインストールす

る際、同時に組み込まれることになる。したがって、ユーザーが独自に

インストールする必要はない。SPACE で使用するデータベースは、1 フ

ァイルであり、名称は SPACE_DB である。この名称はシステムの中で規

定値として使用しているため変更してはならない。また、SPACE がアク

セスするため、このデータベースファイルは SPACE システムと同一のフ

ォルダ内に存在する必要がある。 

 このデータベースが存在しないとモデラーの要素データと特殊断面

データが設定できない。したがって、この SPACE_DB ファイルを決して

取り除いてはならない。 

 
  
 SPACEで使用しているデータベースシステムはマイクロソフト社製の

ACCESS であり、SQL リレーショナルデータベースである。ACCESS その

ものは比較的安価で容易に手に入り、またユーザーの PC にも既にイン

ストールされていると思う。SQL サーバーへのアクセス手法は、ADO 技

術を用いているが、一般の SPACE ユーザーは、知る必要はない。ACCESS

ならびに ADO に関する詳細は、関連する技術書を参照されたい。 

 ここでは、SPACE がクライアントで、SPACE_DB がサーバーとなるクラ

イアント・サーバー環境として構築されている。現時点でのデータベー

ス使用方法は、クライアントである SPACE から一方的にデータを参照す

るのみで、SPACE からデータの更新を行ってはいない。 

SPACE システムはこのデータベースを次の 2通りの方法で利用してい

る。これらの内容については後節で述べる。 

１．要素あるいは材料などを選択するためのテーブル 

２．材用定数、断面形状など、解析に必要となるデータ情報の取得 
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 本節では、SPACE_DB の内容について述べる。図 7-1 は、現時点での

SPACE_DB におけるデータベース項目の一覧である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 項目「バネの向き」は、現在、図 7-2 に示す内容であり、SPACE では

特殊モデルのバネ選択テーブルとして使用される。ここでは、項目「ID」

はプログラム内でバネの種類を決めるコード

となっており、連続番号となっている。したが

って、この番号を変更するとプログラムの内容

と異なる場合があるので気をつけなければな

らない。「使用バネ方向」項目は、ダイアログ

内で使用されるコンボボックの選択項目とし

て使用される。 

 
 
 このテーブルも、前節と同様に特殊モデルのバネ履歴選択テーブルと

して使用される。項目「ID」と「バネ履歴名」の意味は前節と同様であ

る。 

7.4 SPACE_DBデ

ータベース

 7.4.1 項目一覧

図 7-1 SPACE で使用している

SPACE_DB データベースの項目

一覧

7.4.2 バネの向き

（テーブル）

図 7-2 「バ

ネの向き」テ

ーブル 

7.4.3 バネ履歴名

（テーブル）
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 この項目の内容も選択テーブルであり、部材モデルの選択に使用され

る。項目「no」は、部材モデルのコー
ドであり、この番号は変更できない。

また「モデル名」は現在使用できる部

材モデルである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 この項目の内容もテーブルであり、鉄骨断

面形状の選択に使用される。項目「no」は、
断面コードであり、この番号は変更できない。

また「形状」は現在使用できる断面形状であ

る。 
 
  
 
  
 この項目の内容もテーブルであ

り、部材の材料選択に使用される。

項目「no」は、材料コードであり、
この番号は変更できない。また「材

料」は使用できる材料名称である

7.4.4 モデル（テー

ブル）

図 7-3 「バネ履

歴名」テーブル 

図 7-4 「モデル」

テーブル 

7.4.6 材料（テ

ーブル）

7.4.5 形状（テーブ

ル）

図 7-5 「形状」

テーブル

図 7-6 「材料」

テーブル
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が、現在、Ver.1.10 では、項目 4，5は公開されていない。 

 

  
 本節では、コンクリートの材料定数に関するデータベースについて述

べる。ここでの項目は、各種コンクリート強度に対する解析用データが

設定されている。 

 
 以下の表 7-1 は、コンクリートにデータベース項目を示す。括弧内の

＊印は現在ダミーとなっており使用されていない。また、現在、解析に

使われていないため設定されていない項目もある 

 
  
 本節では、鋼材の材料定数に関するデータベースについて述べる。こ

こでの項目は、各種鋼材に対する解析用データが設定されている。 

7.4.7 材料（デー

タ）

 7.4.7.1 コンク

リート

 

7.4.7.2 材料 鋼

 

図 7-7 「材料」テーブル 

図 7-8 「材料 鋼」

テーブル
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 この項目の内容は、表 7-2 に示す。 

                

 
 
  
本節では、鉄筋の材料定数に関するデータベースについて述べる。こ

こでの項目は、各種鉄筋に対する解析用データが設定されている。 
 

 
この項目の内容は、表 7-3 に示す。 

 
  
 このデータベースで鋼材の仕様を制御するもので、板厚に関するテー

ブルである。システムが使用しているためユーザーによる変更は許され

7.4.7.3 材料

鉄筋

 

7.4.7.4 材料

鉄区分

 

図 7-9 「材料

鉄筋」テーブル

表 7-1 コンクリートテーブル 
1．材料コード(*) 

2．表示用材料コード 

3．材料タイトル(*) 

4. ヤング係数 

5. せん断係数 

6. σy 

7. 引張圧縮第一剛性 

8. 圧縮第二剛性 

9. 圧縮第三剛性 

10．引張第二剛性 

11．引張強度 

12．圧縮第一折れ点 

13．圧縮強度 

14. 圧縮流れ点 

15．ダミー１(*) 

16．ダミー２(*) 

17．移動硬化用パラメータ１(*) 

18．移動硬化用パラメータ２(*) 

19．ヤング係数比 

20．せい分割数 

21．はば分割数 

表 7-2 鋼テーブル 
1．表示用材料タイトル 

2．E1 

3. G 

4. ポアソン比 

5. 単位質量 

6. 線膨張係数(*) 

7. E2_1 

8. E2_2(*) 

9．E2_3(*) 

10．E2_4(*) 

11．E2_5(*) 

12．E2_6(*) 

13. E2_7(*) 

14．Q1_1 

15．Q1_2(*) 

16．Q1_3(*) 

17．Q1_4(*) 

18．Q1_5(*) 

19．Q1_6(*) 

20．Q1_7(*) 

表 7-3 鉄筋テーブル
1．表示用材料タイトル

2．E1 

3. G 

4. ポアソン比 

5. 単位質量 

6. 線膨張係数(*) 

7. E2_1 

8. Q1 

9．鉄筋種類 
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ていない。 
 
 

 
 
  
本節では、H 型鋼の断面性能に関するデータベースについて述べる。

ここでの項目は、各種 H型鋼に対する解析用データが設定されている。 

 
この項目の内容は、表 7-4 に示す。 

 
  
本節では、角型鋼管の断面性能に関するデータベースについて述べる。

ここでの項目は、各種角型鋼管に対する解析用データが設定されている。 
 

図 7-10 「材料 

鉄区分」テーブ

ル 

7.4.8 断面

7.4.8.1 H 型鋼

7.4.8.2角型鋼管

 

図 7-11「断面

 H 型鋼」テー

ブル

図 7-12 「断面

角型鋼管」テー

ブル
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この項目の内容は、表 7-4 に示す。 

 
  
本節では、鋼管の断面性能に関するデータベースについて述べる。こ

こでの項目は、各種鋼管に対する解析用データが設定されている。 

 

この項目の内容は、表 7-5 に示す 

 

7.4.8.3 鋼管

 

図 7-13 「断面

鋼管」テーブル

表 7-4 H 型鋼と角形鋼管 
1．ID 

2．断面コード(*) 

3．表示用断面タイトル 

4. 断面タイトル(*) 

5. 複合断面コード 

6. 断面番号(*) 

7. 形状番号 

8. 履歴番号 

9. 断面積 

10．ねじり剛性 

11．Y 軸断面二次モーメント 

12．Z 軸断面二次モーメント 

13．Y 軸塑性断面係数 

14. Z 軸塑性断面係数 

15．Y 軸回りのせん断変形用等価断面積

16．Z軸回りのせん断変形用等価断面積

17．Y軸断面係数 

18．Z 軸断面係数 

19．はば分割数 

20．せい分割数 

21．はば 

22．せい 

23．はば板厚 

24．せい板厚 

 

表 7-5 鋼管 
1．ID 

2．断面コード(*) 

3．表示用断面タイトル 

4. 断面タイトル(*) 

5. 複合断面コード 

6. 断面番号(*) 

7. 形状番号 

8. 履歴番号 

9. 断面積 

10．ねじり剛性 

11．Y 軸断面二次モーメント 

12．Z 軸断面二次モーメント 

13．Y 軸塑性断面係数 

14. Z 軸塑性断面係数 

15．Y 軸回りのせん断変形用等価断面積 

16．Z 軸回りのせん断変形用等価断面積 

17．Y 軸断面係数 

18．Z 軸断面係数 

19．分割数 

20．直径 

21．板厚 
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 ここに示すテーブルは、鉄筋丸鋼と異型鉄筋に関する名称と断面積で

ある。項目「ID」はコード番号、「名称」はその鉄筋の名称であり、選

択コンボボックスで用いられる。「断面積」は当該鉄筋の公称断面積で

あり、解析データとして使用される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
ここに示すテーブルは、鉄筋丸鋼と異型鉄筋に関する種別である。 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 ここに示すテーブルは、任意部材モデルの中で使用される要素モデル
に関する情報である。ここ

に示される「要素モデル」

は、任意モデルを設定する

際、コンボボックスで使用

される。 
 

7.4.10 鉄筋種別

7.4.9 異型鉄筋と

丸鋼

図 7-14 「鉄筋 異型鉄筋」テーブル
図 7-15 「鉄筋 丸鋼」テーブル 

図 7-16 「鉄筋種別 異型鉄筋」テーブル 図 7-17 「鉄筋種別 丸鋼」テーブル

図 7-18 「任意モデル

要素名」テーブル

7.4.11 任意モデ

ル内要素モデル
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ここに示すテーブルは、通常の部材モデルの中で使用される履歴モデ

ルに関する情報である。ここに示される「履歴モデルタイプ」は、通常

の部材モデルの履歴を設定する際、コンボボックスで使用される。 

 

 

 

 SPACE システム内には、データベースの内容を変更するためのプログ

ラムは搭載されていない。したがって、このデータベース SPACE_DB の

内容を変更するためには、ACCESS が必要となる。ACCESS によるデータ

の変更は容易であるが、個人で変更して使用する場合は、必ず元のデー

タファイルをコピーしてから変更されたい。 

最初に、ユーザーの PC に ACCESS がインストールされていることを確

認する。次にシステムが保持されているフォルダ内の ACCESS 用データ

ベースファイル SPACE_DB をダブルクリックし、ACCESS を起動する。

ACCESS が立ち上がり、SPACE_DB が読み込まれると、図 7-1 に示すデー

タベース項目が表示される。後は、変更すべき項目をクリックすると先

に示したデータが表形式で表示されるので、その内容を変更すれば良い。

これでデータベース内の変更が自動的に行われることになる。 

先に示したように、選択用のテーブルはプログラムと連動しているた

め、項目を増やしてもその項目でシステムが動作することはない。した

がって、ユーザー独自ではこのダイアログ用のテーブルを変更しないで

いただきたい。 

解析用のデータは変更及び追加することが可能である。特に、表 7-1

の 20 と 21 項目のせい分割数と幅分割数は、コンクリート断面をファイ

バー要素として分割するデータであり、これを変更することによって断

面内のファイバー数を変えることできる。同様に、表 7-4 の 19 と 20、

表 7-5 の 19 も断面分割数であり、この値を変更することでファイバー

断面数を変化させることができる。 

7.5 データベース

内容の変更 

図 7-19 「履歴モデルタイプ」テーブル 

7.4.12 履歴モデ

ルタイプ
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